
ホリデー キャンドル ガラス パンプキン ジャー 530ml



商品番号

商品番号：
CPWZT0417(大きいもの)
径119×高さ118mm
容量：530ml
重量:470g
CPWZT0416(小さいもの)
直径: 85mm
高さ：86mm
重量: 228g
容量: 176ml
材質：耐熱ホウケイ酸ガラス
FDA/Cali 65 Pro テストに合格
鉛およびカドミウムのテストに合格
ASTM(アニーリングおよび熱衝撃)試験に合格

サンプルのリードタイム 既存の金型の場合は7～10日
新しい金型の場合は25日

MOQ 透明ガラス用 30,000 個、いくつかの色やデザインに分割可能
包装 紙仕切りセパレーター付きカートンボックスに 24 個入り
生産リードタイム 注文確認後35〜45日
支払い条件 30％は事前にデポジット、70％は船荷証券のコピーに基づいて
配送 海で、空で、電車で

製品詳細

これらのアイテムは休日の使用に最適です。美しいカボチャの形と色がその場所に居心地の良い休日の雰囲気をもたらし、ホリデーギフトや自宅用の保存瓶としても最適です。

特徴

- 色: アンバー、スモーク、ブラウン
- 材質：ソーダライムガラス
- エレガントなカボチャの形
- 3M616テープテスト承認、FDAテスト承認。







あなたのブランドイメージを他の何千ものブランドより際立たせておきたい場合、私たちはあなたを助ける多くの方法を持っています。

当社では、多くのホリデーキャンドルグラスや瓶をデザイン、製造し、カラースプレー、電気メッキ、エッチング、デカール貼り付けなどのさまざまな仕上げも行っています。

象徴的で光沢のあるものが必要な場合は、色を電気メッキしてガラスを装飾することができます。オーラ虹色メッキは、キャンドル ガラスの新しいトレンドでもあります。

プロフェッショナルとして ホリデーキャンドルガラスサプライヤー中国, Cupwind は常にクライアントがブランドに最適なソリューションをカスタマイズできるよう
お手伝いします。

試験方法について

Cupwind には、シリンダー キャンドル ホルダー ガラスの ASTM テストを行うためのオンライン試験機があります。キャンドル ホルダー ガラスと同様
に、ASTM テストは、小規模または大規模な注文に必要です。 Cupwind はキャンドルホルダーのガラスの安全性を真剣に重視しており、サードパーティのラボ

https://www.candleholderswholesale.com/jp/product/Borosilicate-Glass-with-Glass-Lid-For-Candles-Transparent-Red.html


と比較して同じ試験装置を備えています。

Cupwind デカール印刷生産ライン





カップウィンドファクトリーの写真



カップウィンドのオフィス写真



の包装 カボチャの瓶

さまざまなサイズの製品に応じて適切な梱包方法を見つけます。このホットスタンピングデカール印刷キャンドルガラスの場合は、48個/72個のような紙の仕切りが付い
たダンボール箱に梱包します。

より安全で効率的な木製パレットでの積み込み、最終的にはドアの開口部に落下防止の綿ネットを設置します。



Cupwind への簡単な質問

Q1:Cupwind のサンプルリードタイムはどれくらいですか?
A1: 通常は 7-10 日、新しい金型サンプルの場合は 25 日です。

Q2: Cupwind のサンプルコストはいくらですか?
A2: ペイントされたガラスの場合は無料ですが、新しいエディションのデザインの料金は USD50 ～ 1200 です。

Q3: Cupwind の生産リードタイムはどれくらいですか?
A1: さまざまな装飾ガラスの場合は 35 ～ 50 日かかります。

Q4: Cupwind の支払い方法は何ですか?
A1: 30% のデポジット、70% は B/L のコピーに基づいて、または 100% L/C が見えます。

Q5: Cupwind はどのようなインコム条件を受け入れますか?
A5: 基本的には FOB 価格を提供しますが、世界のさまざまな地域にさまざまなインコタームズを提供したいと考えています。

Q6: あなたの業界に関連した新製品を設計できますか?
A6: はい、それが私たちの得意なことです。中国にクリエイティブなデザイナーがいるだけではなく、
また、海外のデザイナーと協力して革新的な製品を世界中で開発しています。

Q7: Cupwind はどのように品質を確保していますか?
A7: 一貫した品質で大量生産を維持するために、Cupwind QC 担当者が透明なガラスから装飾されたガラスに至るまでガラスを 1 つずつチェックします。この
ようにして不良を最大限に減らし、これまでに品質事故は一度もありません。






